
水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取り組み

○具体的取組：第68回利根川水系連合・総合水防演習
○実施概要

「水防災意識社会」の再構築に向けた被災状況に応じた水防工法の実施、住民の適切な避難
行動に結びつく、わかりやすい防災情報の発信や多様な手法による避難の呼びかけ等、関係
機関が連携した救出・救護訓練等、タイムラインに沿った実践的な演習を実施しました。

実施した演習（一部）

情報収集・情報発信訓練、TEC-FORCE舞台による緊急排水活動
陸自による孤立者救出訓練、救助隊による水没車両からの救助訓練、日赤による救護訓練

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：足利市

消防職員による救出訓練 地元中学生による土のう作成訓練



栃木市防災ハザードマップ ハザードマップ説明会の様子

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：防災ハザードマップの作成・周知

○実施概要：

・想定最大規模降雨による浸水想定区域及び県が平成３０年８月に発表した土砂災害警戒区域等を

反映させたハザードマップを平成３１年３月に作成し、全戸配布を実施。

・ハザードマップについて理解を深めていただくため、ハザードマップ説明会を市内各地域で開催。全
９

回実施。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：栃木市



（平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組）

○具体的取組：防災講演会（職員向け）

○実施概要：平成26年から桐生市防災アドバイザーとして就任していただいている、東京大学大学
院情報学環片田敏孝特任教授の講演会を毎年実施している。今年度は桐生市職員

向けに、近年の災害の傾向や地域防災のあり方、大災害に対する心構え等、令和元

年東日本台風の事例も踏まえ、普段からどのように備えるべきか、講演していただい

た。

○実施日：令和元年10月29日（火）18：00～
○場所：桐生市中央公民館 市民ホール

○主 催： 桐生市

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：桐生市



平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：自主防災会連絡協議会 事例発表並びに防災講演会

○実施概要：地域防災の状況や、各自主防組織がどのような活動を行っているのかを互いに

認識し、知見を広め今後の活動に役立て、平時から災害に備えることにより、被害

を最小限に防ぐために実施した。

実施日：令和元年10月11日（金）16：30～
場所：桐生市市民文化会館 スカイホール

主催：桐生市自主防災会連絡協議会（事務局：桐生市）

内容：①事例発表

（１）地域防災に関する調査結果について

（２）H30年度自主防災補助金事業について
内容：②防災講演会 講師：群馬大学大学院理工学府 環境創生部門 金井昌信教授

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：桐生市

防災講演会 事例発表



（水防活動及び施設運用の強化に関する取組）

○具体的取組：令和元年度桐生市消防隊秋季点検並びに桐生市水防訓練

○実施概要：集中豪雨や台風等による出水期を迎えるにあたり、災害活動の強化及び関係各機関

の連携強化を目的に、水害を想定とした水防訓練を実施した。また、火災期を迎える

にあたり、消防隊の消防技術向上を目的とした総合訓練も同時に実施した。

○日時：令和元年9月1日（日） 8：30～11：30
○会場：桐生市桜木町地内 渡良瀬川右岸さくら遊園

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：桐生市



写真、図面等 写真、図面等

情報伝達、避難計画等に関する取組

○具体的取組：渡良瀬川近辺の要配慮者利用施設における避難確保計画の作成
○実施概要

渡良瀬川近辺における、太田市内の要配慮者利用施設に洪水時の避難確保計画を作成していた
だくように依頼する。作成した避難計画を市に提出してもらい、日ごろからの防災意識を高めていた
だくとともに、市の防災関係部局を周知できたり、部局職員とのやり取りの中で不安感をなくし、いつ
でも相談できる関係を築いていく。（令和２年３月に通知発送し、取組継続中のため写真等なし）

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：太田市



写真、図面等 写真、図面等

（避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備）

〇具体的取組：災害対策本部図上訓練

〇実施概要：「避難準備・高齢者等避難開始」の発令にスポットをあて、避難に時間を要するかたが
的確に避難行動をとれるよう、本市災害対策本部として適切に避難情報を発令するまでの検討と決
定を行い、その中で抽出される課題の把握を目的とし実施した。

〇実施日：令和元年５月２８日（火）

〇場所：館林市役所５階５０１会議室

〇参加者：災害対策本部長及び本部会議メンバー ２４名

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：館林市

本訓練に際し、実災害時同様、渡良瀬河川事務所長からのホットラインを依頼し、市長に直接、水防
情報を提供してもらった。また、渡良瀬河川事務所員、県危機管理室員にアドバイザーとして、訓練
全体を見てもらいアドバイスを受けた。



写真、図面等 写真、図面等

（水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組）

〇具体的取組：水防工法習得講習会

〇実施概要：出水期における被害を最小限に抑えるための水防活動の重要性が高まっており、水防
団に水防法の理解及び水防技術の向上に向けての水防工法習得講習会を実施した。

〇日時：令和元年６月１日（土）

〇会場：館林市大島町地内 渡良瀬川右岸 渡良瀬川河川敷青少年ひろば

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：館林市



写真、図面等 写真、図面等

（情報伝達、避難計画等に関する取組）

〇具体的取組：要配慮者利用施設向け避難確保計画作成説明会

〇実施概要：浸水想定区域内の要配慮者利用施設職員に対して、避難確保計画作成の説明会を実
施した（１０７施設）。

〇実施日：令和２年２月１２日（水）

〇参加機関：渡良瀬河川事務所、気象庁前橋地方気象台、群馬県河川課、館林土木事務所、館林
保健福祉事務所

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：館林市



中学校における体験型防災訓練

○具体的取組：中学校における体験型防災訓練

○実施概要

大規模自然災害が発生した場合の被害を最小限に防ぐため、体験型訓練を実施することにより、
生徒の防災力を一層高めることを目的としています。

なお、国土交通省及び館林地区消防組合の協力により、「自然災害体験車」「降雨体験車」「煙道体
験」「心肺蘇生・ＡＥＤ体験」「水防工法（土のう積み）」等を用いた訓練を実施しました。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：明和町

降雨体験車(国土交通省協力)
心肺蘇生・ＡＥＤ体験 水防工法(土のう積み)







車両衝突事故救助救出訓練 水災防禦訓練

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組 ：大泉町総合防災訓練の実施

○実施概要 ： 防禦活動等に関する自覚と技術の向上に資するとともに、地域住民の防災に

関する理解と防災意識の浸透を図るため実施。

○実施日 ： 令和元年８月２５日（日） ８：３０～

○訓練内容 ： シェイクアウト訓練、広報訓練、災害情報収集訓練、ライフライン復旧訓練

倒壊建物救出救護訓練、車両衝突事故救助救出訓練、水災防禦訓練 等

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：大泉町



情報伝達、避難計画等に関する取組

○具体的取組：令和元年台風第１９号対応の検証

○実施概要

１ 情報収集・意見聴取 市民及び各種団体等からのアンケート・意見聴取

２ 検証方法 災害対策本部員による検証会議を延べ１１回開催

３ 検証結果 ５つの大項目に整理した課題を検証し、対策（案）をまとめた報告書を作成

課題① 避難情報の周知

⇒ 「防災ラジオ」を希望する全世帯に無償貸与

⇒ 「防災アプリ」を整備（令和３年４月運用開始予定）

課題② 避難情報発令のタイミング

⇒ 新たに自主的広域避難を促す“自主的広域避難情報”を追加

⇒ “日”単位で明るいうちに発令できるよう基準を見直し

課題③ 避難所の確保

⇒ 避難場所の種類を「７区分」から「４区分」へ

「避難所」は「水害時避難場所」または「水害時【緊急】避難場所」に

⇒ 市内広域避難先の見直し

課題④ 避難所の運営

⇒ 全ての水害時避難場所に、初動対応に必要な資機材を整備

⇒ 学校・各施設職員、地域市民の協力を得て運営する体制づくりを促進

課題⑤ 移動の手段・経路

⇒ 遠回りでも安全に通行可能な推奨できる経路を選定

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：加須市



写真、図面等

避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

○具体的取組：水防団の円滑な水防活動を支援するため危機管理型水位計を設置

○実施概要

洪水時の監視体制の強化のため、危機管理型水位計を20河川23箇所に設置した。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
栃木県

【設置箇所図】【設置箇所一覧(２０河川２３箇所)】

【設置状況】
一級河川菊沢川(佐野市 菊沢川橋)

市町名 大字 地先

1 利根川水系 山田川 宇都宮市 上田原町 富岡橋

2 利根川水系 名草川 足利市 利保町 新梶川橋

3 利根川水系 姥川 足利市 梁田町 塩島橋

4 利根川水系 藤川 栃木市 皆川城内町 新皆橋

5 利根川水系 三杉川 栃木市 岩舟町古江 東川橋

6 利根川水系 菊沢川 佐野市 堀米町 菊沢川橋

7 利根川水系 菊沢川 佐野市 田島町 田島橋

8 利根川水系 小藪川 鹿沼市 西鹿沼町 梵天橋

9 利根川水系 武子川 鹿沼市 仁神堂町 仁神堂橋

10 利根川水系 田川 日光市 木和田島 田川橋

11 利根川水系 行川 日光市 小代 赤行橋

12 那珂川水系 湯坂川 大田原市 大豆田 豆田橋

13 久慈川水系 押川 大田原市 須賀川 新波止橋

14 那珂川水系 宮川 矢板市 川崎反町 宮川橋

15 那珂川水系 江川 那須烏山市 月次 江川橋

16 那珂川水系 江川 那須烏山市 向田 新橋

17 利根川水系 田川 下野市 谷地賀 谷地賀橋

18 利根川水系 武名瀬川 上三川町 上蒲生 県道羽生田上蒲生線渡河部

19 那珂川水系 木須川 茂木町 小深 小深橋

20 那珂川水系 坂井川 茂木町 坂井 松本橋

21 利根川水系 野元川 芳賀町 東水沼 野元橋

22 利根川水系 五行川 高根沢町 平田 神ノ前橋

23 利根川水系 大沼川 高根沢町 花岡 中央橋

NO 水系名 河川名
設置箇所



写真、図面等

避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

○具体的取組：水防団の円滑な水防活動を支援するため簡易型河川監視カメラを設置

○実施概要

洪水時の監視体制の強化のため、簡易型河川監視カメラを16河川22箇所に設置した。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
栃木県

【設置箇所図】

【設置箇所一覧(16河川22箇所)】

市町名 地先

1 利根川水系 姿川 宇都宮市 大杉橋

2 利根川水系 尾名川 足利市 岡山橋

3 利根川水系 思川 栃木市 保橋

4 利根川水系 巴波川 栃木市 倭橋

5 利根川水系 赤津川 栃木市 伊吹橋

6 利根川水系 旗川 佐野市 白旗橋

7 利根川水系 小曽戸川 佐野市 槐橋

8 利根川水系 黒川 鹿沼市 府中橋

9 利根川水系 古大谷川 日光市 川室橋

10 利根川水系 姿川 小山市 姿川橋

11 利根川水系 田川 小山市 田川橋

12 那珂川水系 松葉川 大田原市 下高橋

13 那珂川水系 内川 矢板市 京町橋

14 那珂川水系 内川 矢板市 内川橋

15 那珂川水系 箒川 那須塩原市 明神橋

16 利根川水系 五行川 さくら市 氏家体育館脇

17 那珂川水系 内川 さくら市 旭橋

18 那珂川水系 荒川 那須烏山市 新荒川橋

19 利根川水系 田川 上三川町 明治橋

20 利根川水系 五行川 芳賀町 両郡橋

21 利根川水系 五行川 芳賀町 五行橋

22 利根川水系 泉川 塩谷町 井戸神橋

NO 水系名 河川名
設置箇所

【設置状況】
一級河川尾名川(足利市 岡山橋)



水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

○具体的取組：水防（防災）訓練の実施

○実施概要

関係機関が連携した実働水防訓練・土砂災害防災訓練等の検討・実施

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
栃木県

○第６８回利根川水系連合・総合水防演習

■日時： 令和元年５月１８日（土）
■場所： 栃木県足利市五十部町地先

（利根川水系渡良瀬川）
■参加人数： 約１６，０００人

（うち訓練参加者２，０００人）

被災状況に応じた水防工法の実施、住民の適切な避難行動に結びつく、わかりやすい防災情
報の発信や多様な手法による避難の呼びかけ等、関係機関が連携した救出・救護訓練等、タ
イムラインに沿った実践的な演習を実施。



平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
栃木県

ワークショップの様子過去の事例分析講習の様子

○具体的取組：要配慮者・避難行動要支援者実務研修
○実施概要：要配慮者・避難行動要支援者対策として、市町の問題解決や留意点の習得を図ることを目的に、

県保健福祉課との共催により実施

□実施時期：令和２年２月２１日（金）
□対象者：市町防災担当職員及び福祉担当職員
□内容
・国の取組方針の説明
・過去の事例分析
・要配慮者対応の役割と事前準備に関するワークショップ など
□講師
（株）社会安全研究所



写真、図面等 写真、図面等

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：ダム操作に関する周知

○実施概要

・ 草木ダム防災操作連絡通知説明会の開催（年1回）･･･※6月23日実施予定
・ 草木ダム下流 想定最大規模の浸水想定図の作成、公表･･･※6月30日公表予定

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：(独)水資源機構草木ダム管理所

防災操作説明会
※写真は過去の実施状況

草木ダム～高津戸ダムまでの間の浸水想定図
（想定最大規模）



排水活動及び施設運用の強化に関する取組

○具体的取組：ダムの容量を最大限活用する防災操作の検討

○実施概要

・ 草木ダムの機能を最大限活用する方策として、計画規模を上回る洪水の発生時におけるダム下
流河川沿川における洪水被害の防止・軽減を目的とした事前放流の実施要領を作成した。

なお、この要領は、5/28の治水協定を踏まえ、今後さらに改定に取り組むこととしている。

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況
機関名：(独)水資源機構草木ダム管理所

平常時最高貯水位

EL.454.00m

洪水貯留準備水位

EL.440.60m

最低水位　EL.403.70m

基礎岩盤

EL317.00m

洪水調節容量

20,000,000m
3

利水容量

30,500,000m
3

利水容量

50,500,000m
3

計画堆砂量

10,000,000m
3

洪水期
（7月1日～9月30日）

非洪水期
（10月1日～6月30日）

総貯水量

60,500,000m3
140.00m

非越流頂

EL.457.00m

（洪水時最高水位）

ｵﾘﾌｨｽｹﾞｰﾄ敷高
EL.395.12m

事前放流容量
最大14954千m3

(△13.6m)

ｸﾚｽﾄｹﾞｰﾄ敷高
EL.440.60m

▽EL.427.0m

草木ダム 事前放流最大容量

5/28治水協定
・ 事前放流のガイドライ
ンに示す方法により実
施する。

草木ダム事前放流要領検討
草木ダム事前放流要領策定
・ 気象庁MSM予測を活用し、1日
半程度前から事前放流を実施。
・ 最大約1450万m3

今後の予定
・ 事前放流ガイドラインに基づく
事前放流要領に改定予定。
・ 3日前 GSM予測を活用した事
前放流を行う



























平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：草の根防災減災教育支援プロジェクト

○実施概要：従来進めてきた防災に係る広報活動に加え、平成30年度から地域防災力向上を目的
とする草の根的な防災減災教育支援の視点を踏まえた新たな取り組み（①、②）に着手。

①小中学校の空き教室を利活用した草の根防災減災教育支援プロジェクト

②高等学校オリジナルデザインによる防災カードゲーム製作

③既存広報施設の充実・強化 ④出前講座の充実・強化

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況

二号店 足利市立協和中学校
令和元年9年11日開店

【施設管理 ; 安全委員会へ委嘱】

図
書
室
を
利
用

機関名：渡良瀬川河川事務所



平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○具体的取組：総合学習及び出前講座による防災教育

○実施概要：河川をより身近に感じでもらうために実施している総合学習の一部及び出前講座

で防災教育を実施し、将来地域の担い手になる子ども達の防災への関心を深める

ことを目的。

■出前講座

①洪水ハザードマップにより、浸水時の状況を確認し、被害に対する意識向上

②マイタイムライン作成による、自主避難に対する意識向上

③洪水の写真により、平時からの水防に対する準備の必要性認識

「渡良瀬川の減災に係る取組方針」の実施状況

出前講座実施 令和元年９月５日

■総合学習の一部として防災の必要性を説明

機関名：渡良瀬川河川事務所

総合学習実施 令和元年７月１日

■総合学習後、環境・防災の出前講座を実施
（洪水ハザードマップ・洪水時の写真）


